[image: image1.wmf] 

ﾁｰﾑ

(

a)

 

”»’èŽm

2

–¼

 

”»’èŽÀŽ{–{•”�i”»’è‹’“_�j

 

”»’è‚P”Ç

 

”»’èƒR�[ƒfƒBƒl�[ƒ^�[

 

被災区域

Ａ

(3

棟

)

 

判定２班

 

判定３班

 

判定４班

 

被災区域

Ｂ

(3

棟

)

 

判定コーディネーター

 

ﾁｰﾑ

(

b)

 

判定士

2

名

 

ﾁｰﾑ

(

c)

 

判定士

2

名

 

ﾁｰﾑ

(

a)

 

判定士

2

名

 

ﾁｰﾑ

(

b)

 

判定士

2

名

 

ﾁｰﾑ

(

c)

 

判定士

2

名

 


きょうとのニュース　　　
[image: image2.jpg]



◆判定実施の体制づくり◆
京都府、府内全市町村、社団法人京都府建築士会、社団法人京都府建築士事務所協会で構成する京都府地震被災建築物応急危険度判定協議会は、迅速かつ的確に判定活動が実施できる体制づくりを進めるとともに、いざというときに備えて、次のとおり実践的な内容の連絡訓練や実地訓練等を行っています。
◇連絡訓練による確認◇
地震発生を想定した連絡訓練を１／16，17に実施しました。（今年度は京都市以南の地域を対象）

判定士の皆さんには、ＮＴＴのＦネット・サービスを利用して、一斉にＦＡＸで連絡できるようにしています。（ＦＡＸ連絡が出来ない判定士の皆さんへは、電話で連絡します。）

府内で地震が起きた場合、通信手段が錯綜して必要な連絡が取れないことも想定されるため、災害時にも信頼性の高い連絡方法等の整備を進めています。

◇実地訓練による判定技術の研鑽◇
昨年7／31に野田川町で、被災した状況を再現した建築物を使った、模擬訓練を行いました。

多数の民間判定士の方々にも参加いただいて実施しました。来年度も、できるだけ多くの判定士の皆さんに参加していただけるよう検討しています。
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京都府地震被災建築物応急危険度判定士登録者数
（平成１6年1月1日現在）        １ ７ ０ １ 名
◇机上演習による市町村職員の能力向上◇
応急危険度判定実施にあたって市町村に設置される実施本部の運営能力向上を図るため、市町村職員らが参加して、実施本部運営シミュレーション演習を実施しています。

◆判定士の確保◆
京都府では、平成８年度から登録判定士1500名を目標に、判定士の養成と登録を行っています。

本年度も1/31に京都市内で、2/3に京丹後市内で講習会を開催し、新たに建築士資格を取得された皆さんを中心に新規登録をお願いしています。

また、平成12年度登録の皆さんは、５年間の登録証有効期限を迎えるため、更新届けを提出していただくとともに、判定技術を再確認していただくために、講習会への参加もお願いしています。

◇ホームページ開設しました！！◇

次の内容を掲載しています。
・判定概要

・訓練などその都度行う行事日程等掲載

・新規、更新、変更、取消、再交付の手続き方法

・リンクなど
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判定士活動について、知識としてではなく、実地訓練が大切だと感じました。回数を増やし、多くの建築士が参加できればと思います。





実地訓練に２度参加していますが、「調査票」が早く正確に書けるコツが分かってきた気がします。今後、役に立つと思われます。








訓練の積み重ねが実際の判定に役に立つ。何もなしのいきなりではとうてい信頼される判定はできないと思います。





心のゆとりを持つことにより、適切な判断を行えると思います。そのためにも、実地訓練等に参加して、判定活動はどのようなものなのかを理解しておくことが必要だと思います。








登録番号　1726


大内保博





登録番号　1892


由里正文





登録番号　0126


金本崇





登録番号　0612


岸弘





判定能力が養われたと思います。





登録番号　1891


廣田哲也





各市町村の防災マップを十分に熟知しておくこと。被災時に我が家の状況は、縦揺れ、横揺れに対して自己流にでもシミュレーションし、家族と話合うこと。被災時に、家具類の防護は、照明機器と通信連絡機器の確認。





登録番号　0452


三上清隆





いざ判定という場面になった時、あわてず冷静な判断ができる様に普段から参考資料に目を通しておきたいです。





登録番号　0841


大槻和男





家族の安全と二次災害の対応（ガス等）《を次に》地域の緊急人命救助活動





登録番号　2060


鵜川隆一





被災状況の把握と被災者の方々の安全の確保、被災者の方々にこの度の被災の情報を提供し、今後の復興の役に立ててほしい。





登録番号　1765


豊田宏吉





建築物をつくる者の責任として、つくりっぱなしではなく、建築物の行く末を見ていくことが必要ではないか。あえて被害状況を直視することで、安全性等で次につながる建築が可能になると思う。





社会貢献、二次災害の防止








登録番号　1693


斉藤昭彦





登録番号　0023


石田廣太郎








やりがい























日頃から


























実地訓練…





























今年度、実地訓練参加者へアンケートを募り、判定士の方からさまざまな意見を頂きました。


＊《　》は補足





















































判定士の声


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





建物の傾斜を測定





判定結果をステッカーで標示
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判定２班







判定実施本部（判定拠点）







判定コーディネーター







判定１班







判定コーディネーター







被災区域Ａ(3棟)
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判定士2名
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判定士2名
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判定士2名
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被災区域Ｂ(3棟)












